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 肺気腫肺の呼吸障害は臨床的肺機能検査の結果より見て気道の閉塞性障害によるものが最も重
 要なものと考えられる。しかし強制呼気の下に行われる肺の機能検査に於ては肺自身の収縮力は
 有効には用いられず,.空気を呼出する動力は尊ら聰廓から与えられる.従って肺実質そのものの
 病変は肺気腫肺の機能検査には殆んど反映されて居ないものと見られる。それ故現在の段階では
 臨床的肺機能検査の結果と剖検によって見られる肺の所見を直接に対比する事は原理的に正しぐ
 ない。形態学的には先ず形態学的に把握レ得る所見を基礎として肺の換気力学を構成して,その
 結果に基ずき肺の機能障害を推定する必要がある。換気力学の理論的構成は別に発表する予定で
 あるのでこの研究ではその理論に用いられる形態学的諸量の中,最も重要と考えられる肺胞壁の
 総面積の推定に関する組織計測的理論とその結果について報告する。
 剖検によって取り出した肺に主気管支より500"H20以下の低圧で10%フォルマリン溶液
 を注入し,肺を拡張せしめ,主気管支を結紮し,10%フォルマリン中に数日以上固定した後,
 その容積を測定した。次で肺門を通る額断面につき肺の全野にわたり,10数個の織駿片を採取・
 パラフィン切片につき組織計測を行った。検索に用いた肺は胎生末期よリア5才の老人に至るま
 で,形態学的にほy正常と見られるもの78例及び明かな肺気腫を伴った5例である。
 左腕を用いて測定した肺の容積は年令と共に増加し,新生児期の50脇息より成人ので500ン7硯
 程度に及び,特に男性では更に年令と共に増加し2000⑳色以上に及ぶものもある。
 次に以上の操作によって拡張固定した肺の繧険標本について単位体積中の肺胞壁の総面積を計
 測した。肺中にその中で肺胞壁の方向が充分にrandomエzeされる程度の大きさのr辺しの
 立方体を取り,その中の肺胞壁の総面積をsとし,且この立方体の容積をvとする4組織標本上
 に一辺しの正方形を取り,この正方形中に出現する肺胞壁の断面の総長を2とし,且£の長さの直
だ
 線が標本上の肺胞壁と交わる交点の数をOとすればλ一一花・eなる関係が成立する。従って2
ππc
 S虚見・Z一一見2Cであり,単位体積中の肺胞壁の総面積はSノや邸S/見3一一・一により求
 2勉
 める事が出来る。形態学的に特に異常を認めない痂ではs/位の値は胎生後期より新生児期にかけ
 て最も高く159σがノ働3に達する。この値は年令と共に減少する一方であり,成人では100
 じ1ηヲ勺がであ匂60才に至ると70σ刎/じが程度にまで減少する。なおこの値は肺胞壁を厚
 さのない面として扱って得たものであるから,布効呼吸表面積を求めるにはこの値を2倍レなけ
 ればならない。s/vの値に肺の全容積を乗ずれば,肺全体中の肺胞壁の総面積を求める事が出'
 皿18一
 来る。この値は生後次第に増加し50才前後に至ってほy最高値に達する。その値は15濡2程
 度である。以上肺全体の肺胞壁総面積は年令と共に増加する事なぐ,むしろ高年者に於ては肺㊧
 全容積が増加するにもかかわらずむしろ減少する題向が認められる。この事は通常の組織学的検
 査に於ては特に病変を認めない肺に於ても高令者に於ては肺胞壁の破壊が翁こり得る事を示すも
 のである。
 なか以上の値はS/▽の平均値についての結果であるが,今肺全体にわたり多数の部分につき,
 ・しの値を2御5㈱程度にとりS/Vの値の分布又はG/勉の分布をしらべて見ると正常肺に於
 てほy正規分布に近い形の分布が認められる.肺気腫肺に於てはs/vの平均値は当然正常肺に比
 して明かに低下し1/2一程度又はそれ以下になる。しかしその分布の形はやはり正規分布を基本.'
 として考える事が出来,一見不規則な分布を示すものでもこれを二つの異った正規分布の合成さ
 れたものとして扱う事が可能である。そして肺気腫肺に於てはs/vの平均値に対する標準偏差
 の比が正常肺に比較して著しく大きぐなる。..'
 s/vの値の生物学的意味は一方では有効呼吸面積と関係するが,他方肺胞壁はその構造中に
 多数の弾力線維を有するため,肺の収縮力を問題とする際s/vの値は重要な意味をもつものと
 考えられる。肺が完全に弛緩した状態より豊ある程度まで拡張する時,肺胞壁の形態は常に相似'
 でφるものとすれば・肺内圧Pは次の式で一与えられる。
 2ρ・β・.ea等司
 P=乙Vo(1十x)2一
 但し・ρnは肺胞壁上の弾力線維の密度・Xは肺の拡張度を長さについて示すPar&皿eむerl
 αは常数である。sの/vσは肺穿完全に弛緩した時の単位体積中の肺胞壁の総面積である。従
 'つて同じ程膜の肺の拡張状態では肺内圧は単位体積中の肺胞壁の面積に比例する事になる。
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 審査結果の要旨
 1賄胞壁総面傷は有効呼吸面積を示すのみならず,他方締肉弾1生系の密度iと密接な関係を有する量
 である。従ってこの畢の正確な推定,年令による推移,父哺気腫肺に於ける態度導は師の病態生理
 学上重要な意味をもつて居る。この景の信頼すべき携定は,積分幾何的方法が導入されて以後始め
 て可能となった。特にこの,如て関してはWeioelの糞畷がある。しかし病的楠も含めて1各年令
 届にわたる多数例の肺についての計測結製はいまだ幸侵告されて居ない。
 この研究は各年令層にわたるア7の正常1蹄と数例の肺気ll動賄につき,低圧下に気骨内に10%フ
 オノレマリンを注入,輔を拡張固定して,哺胞賭面循の推定を行い次の≦=書論を得て居る。
 n正鮪の戦婦中の肺月隣面槻吟と共織少し,生不日繍町㌦8,2・揃衡
 即。。叫、,6・才以上鰍7。・ゆ,鍍の伽示した.又輔気庫締⊂於て鷹αr轍同吟層
 ㎝.n舵
 の正常肺のて/2程度にまで低下する慕が認められた。
 2)肺容積は60才前髪に至るまで年令と共に増加し,且allon16nc6ror抽hの法貞11匠
 従う事が明かにされた。
 3)月市呼吸1二怨面軽κま20才前後まで('コ!年令と共に」留灰1し,以後60才凌では殆ど不変のイ直を示し
 た、日本人成人男子ではこの値は平均60"',女子では40"12程度であった。
 この研究は,形態学的立場より肺の呼吸力学の理論を構成する上に最も.重要な意味をもつlj市胞壁
 面楕についての系統的研究であり,且七の結果は充分学位に値するものと判定せられる。
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